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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成30年4月26日(2018.4.26)

【公開番号】特開2017-174794(P2017-174794A)
【公開日】平成29年9月28日(2017.9.28)
【年通号数】公開・登録公報2017-037
【出願番号】特願2016-220488(P2016-220488)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  12/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/42     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/48     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   12/08     　　　Ｋ
   Ｈ０１Ｍ   10/42     　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ   10/48     ３０１　

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月13日(2018.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リチウムイオンを吸蔵放出可能な負極材料を有する負極（２１）と、酸素を正極活物質
とし、かつ、酸素を還元する触媒（２０ｂ）を備える正極材料を有する正極（２０）と、
該負極及び該正極の間に介在する固体電解質を含む固体電解質層（２２）と、を有するリ
チウム空気電池（２）と、
　酸素を含むとともに少なくとも前記正極に接するガスの湿度を調整する湿度制御部（５
、７）と、を備え、
　前記湿度制御部は、少なくとも前記リチウム空気電池の動作時に、前記リチウム空気電
池の温度に基づいて前記ガスの湿度を調整し、
　前記ガスに含まれる気相の水の存在下で、前記正極の表面にリチウム化合物からなるリ
チウムイオン伝導層（２４）が形成され、
　前記湿度制御部は、前記リチウム空気電池の温度における前記リチウム化合物の飽和水
溶液の飽和蒸気圧に基づいて、前記ガスの湿度を制御するリチウム空気電池システム。
【請求項２】
　前記湿度制御部は、前記リチウム空気電池の温度が変化した場合において、前記リチウ
ム化合物の飽和水溶液の飽和蒸気圧に対する前記ガスの湿度の割合が一定値となるように
、前記ガスの湿度を調整する制御する請求項１に記載のリチウム空気電池システム。
【請求項３】
　前記湿度制御部は、前記リチウムイオン伝導層が所望の充放電密度に応じたイオン伝導
度となるように、前記ガスの湿度を制御する請求項１または２に記載のリチウム空気電池
システム。
【請求項４】
　前記リチウム空気電池は容器（３）に収容されており、
　前記湿度制御部は、前記容器内に配置され、かつ、前記リチウムイオン伝導層と同種の
リチウム化合物水溶液を含んでいる請求項１ないし３のいずれか１つに記載のリチウム空
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気電池システム。
【請求項５】
　前記リチウム化合物は、水酸化リチウムである請求項１ないし４のいずれか１つに記載
のリチウム空気電池システム。
【請求項６】
　前記湿度制御部は、前記ガスの相対湿度が６０～９０％の範囲内となるように制御する
請求項５に記載のリチウム空気電池システム。
【請求項７】
　前記リチウム化合物は、塩化リチウムである請求項１ないし４のいずれか１つに記載の
リチウム空気電池システム。
【請求項８】
　前記湿度制御部は、前記ガスの相対湿度が１０％以上となるように制御する請求項７に
記載のリチウム空気電池システム。
【請求項９】
　前記リチウム化合物は、臭化リチウムである請求項１ないし４のいずれか１つに記載の
リチウム空気電池システム。
【請求項１０】
　前記湿度制御部は、前記ガスの相対湿度が５％以上となるように制御する請求項９に記
載のリチウム空気電池システム。
【請求項１１】
　前記リチウム化合物は、ヨウ化リチウムである請求項１ないし４のいずれか１つに記載
のリチウム空気電池システム。
【請求項１２】
　前記湿度制御部は、前記ガスの相対湿度が２５％以上となるように制御する請求項１１
に記載のリチウム空気電池システム。
【請求項１３】
　前記湿度制御部は、前記リチウム空気電池の温度における飽和水蒸気量より低くなるよ
うに前記ガスの湿度を制御する請求項１ないし１２のいずれか１つに記載のリチウム空気
電池システム。
【請求項１４】
　前記湿度制御部は、前記リチウム空気電池の停止時には、前記リチウム空気電池の動作
時よりも、前記ガスの湿度を低下させる請求項１ないし１３のいずれか１つに記載のリチ
ウム空気電池システム。
【請求項１５】
　前記湿度制御部は、前記ガスを加湿する加湿装置（６）を含んでおり、前記加湿装置に
よる加湿量を制御することで、前記ガスの湿度を調整する請求項１ないし１４のいずれか
１つに記載のリチウム空気電池システム。
【請求項１６】
　前記リチウム空気電池の温度を検出する温度検出部（８）を備え、
　前記湿度制御部は、前記温度検出部で検出した温度に基づいて、前記ガスの湿度を制御
する制御部（７）を含んでいる請求項１ないし１５のいずれか１つに記載のリチウム空気
電池システム。
【請求項１７】
　前記湿度制御部は、前記リチウム空気電池の温度を調整する電池温度調整部（９）を含
んでおり、
　前記湿度制御部は、前記電池温度調整部によって前記リチウム空気電池の温度を調整す
ることで、前記ガスの湿度を制御する請求項１ないし１６のいずれか１つに記載のリチウ
ム空気電池システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明では、リチウムイオンを吸蔵放出可能
な負極材料を有する負極（２１）と、酸素を正極活物質とし、かつ、酸素を還元する触媒
（２０ｂ）を備える正極材料を有する正極（２０）と、該負極及び該正極の間に介在する
固体電解質を含む固体電解質層（２２）と、を有するリチウム空気電池（２）と、酸素を
含むとともに少なくとも正極に接するガスの湿度を調整する湿度制御部（５、７）と、を
備え、湿度制御部は、少なくともリチウム空気電池の動作時に、リチウム空気電池の温度
に基づいてガスの湿度を調整し、ガスに含まれる気相の水の存在下で、正極の表面にリチ
ウム化合物からなるリチウムイオン伝導層（２４）が形成され、湿度制御部は、リチウム
空気電池の温度におけるリチウム化合物の飽和水溶液の飽和蒸気圧に基づいて、ガスの湿
度を制御することを特徴としている。
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